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書 評

自 i!I『桑原隋蔵令集』 (v:i)如乃店， U11位1,；年）月
；三

目 ；且！ から学ぶこと ［ ＇ 目i

明治末から大正を経て昭和初年に至る間，東洋史学界

(I)巨星として祖［いてVた桑原随蔵の仝集が岩波害店から

出収されたのを機会にその書評をせよとしう汀文であ

る。桑原は明治29年 (1896年） 7月，帝国大学文科大学

校漢学科の卒業であり，わたくし：まその後身t；いし分身

ともいうへぎ東京大学文学部東汀史学科を，昭和23年

(1948年） 9月に卒業している。その間には約半世紀の開

きがあり，桑原とわたくしとは祖父と孫ぐらいの年齢の

正岱ある。し• 7ぅん桑伯にこったこと tないか Ì），桑原/J)

風貌については，桑原を直接師と仰いで学を成した全集

各巻編纂者の「解説」や「月報」の文章などから推察す

る』［外はなし、」また桑Iいがその生旺を通じご間tiiした各

方面の研究業績は，それぞれの専門分野を継承した研究

者によって適正に評価されるであろう。となると，わた

：しのようパ，＇r.場の打に戊された，1:註の道tti’'［か。

＇これは，桑）） iしの実動，｝（）示年にわたふ研究生活のもつ、在

味を，そのソ゜ラスとマイナスの而をあわせて検討し，そ

れか通じて， J見在アジ 1ア {JI先に従 'ji［ている｝）かいれに，

✓:：·れがいかなる問題を投げかけて: v̀るかを）又省する以外

にないだろう。桑原が東洋史学の稀有の天オであり，そ

し！）i竺績が，東り白鳥庫＇［ど並ぶ偉観を戊して 9，ることは，

，lパこくしが強説する主こ；見ない屯丈てある。しかし全i:
の「解説」や「月報」の一部執筆者に見られるような，

た，、＇なる桑加の追伐応 J]］やこじ’)げの弁，＇，化論だけて

は、現在に牛きる研究打として1i窃極の謗｝）を免れなし

のではないか。桑原がその全生涯をこめて築きあげた業

紐『1体が，どらいう歴史rYJ意味を{,)かを枯肘すること

ここーが，丈はだ師の直，’’'IIをより、l::く生かすi月こしりろう。

こういうわたくしの桑原論は，おそらく，桑原を師と

仰ぐ人々かりま，肖一→オが何を見乎ちがいな野訂：な文句

ヤ咆べる I） ．ヽ’ と嘲＇史＇一， Jしるか i,l iしなし、。 あるし，、は月し

洋史学のく隈城）を冒対するもの，と憤激を買うかも l

れない。しかし，もしそういう反峨を持つ人がいたとし

たら，そういう種類］）反感こそが実ば問題な(/)に，と敢

て言おう。桑原の論文に特徴的なのは，東西の史料にわ

たる博捜と，堅実な批判にもとづく“山の如き’'断案で

かる。わだ：：しももと tヽしその努，J-Jと明晰さには敬服す

るが，このたび『全集』に収録これた桑原の高文を通諒

しているりちに，かれの学術卜.しり業績の商さを問題にす

るだけで済まぬものとしきりと感じた。それは「元時代

の蒙古人」 9と題する講演筆記（『全集』第 I巻，以下 I

と略記）に見られる，桑原のユーモアあふれる話しぶり

のことなどを言っているのではない。むしろ，桑原がl,JI.

究生活を続けた， 1895年から1930年ごろまでの歴史状況

の中で，桑原はアジアの中から何を研究課題としてえら

び出し，それを精力的に追究し，かつどび）上うな意吐をそ

れに与えていたか，を総合的にとらえねは，現在において

謡味のある桑原論は成り立たぬことを感じたのである。

『桑り;ll涌蔵全Jt』を今の時、心、ぐ出版したことは，編集

者や出版社の意図をあるいは超えて， 日本におけるア；；

ア研究の姿勢を反省させる契機となったし，またなるべ

きもりに，とすヽ ＇、なくもわたくしは考える。

※
 

全集に叔った CIちら最t早いH付(I)論文は， I iU枕

の学案を論ず」 (1895年， I）である。これは雑誌類に公

表されていないから，桑原の漢学科在学中のリボートか

もい Iな＼‘が，孔fい学は政治学なりとナる祖棟(9),；化を

反駁［い内的な修身の学こそが孔子の本来の党場であ

ったことを論じたものである。この青年桑原に見られる

仙教J附肘＇心姿勢け， 30年をへだぐた晩{T(9) 「支那し］）茅

道l(：ド1公8年， m) に， はるかに呼応しているように息

うが，そのことは後で問題にしよう。桑原が漢学的な勉

強をした足跡は，その他「三兒五帝の名称に就き」 (l896

年， II‘八 1支那古代（＇）祭祀に就ぎ I(1896年， I)(/)，渚論

文に示されている。とくに後者は，卒業直後の『史学雑

誌』 7巻11, 12月に叱載されているとこちを見るど，そ

屈（の卒党論文であ，たらしい。

桑原の基礎はこのように漢学にあったが，しかしかれ

はいJ)ゆる漢学にけはまり切らぬ視野の広さをも，；てい

た。亨業論文を1いた年の 3月に， 「支那の太古に関す'

る東洋予渚の所説に就き」 (I)を『国民之友』に寄稿し

ていズ）のは，そのあ t)われであな桑原はそこで，支那

人やと）月；と明が，→、， f l、•四ア;'アから伝来したとし，、う

jクーベリーらの説を斥けているが，支那文明をユーラ

シアの東西交流の中に位置づけようとする，後年の桑原

の基本的関心が， 1ーでにそこに端緒的に展開されている

ことは注目に値しよう。むろんそこでの桑原の中国の文

献史料の扱い方は廿く，また支那人種はかつてタリム盆

地に1，叶什したと板定するリヒトホーフ←ェン説に賛意を表

する、点などは，現在からは問題にもならない。しかし明

I 26 



1968120129.TIF

書評

冶□（）年IV「)H木(「)'j:・界 とくに茂学料 を背鼠にわ う，那珂和）i［の間心に沿バた教授要領にもとパいて，那

し、 7こ(T)品を的よれは，そり）着II応）斬祈： ： t卜分に，，＇『価 珂桑｝爪が執喰すれば，これは“名杓”となるのが当然て

しな： ｝れはならなし、 C あろう， 『中等東洋史、［が発行されたのは1898年 3月だ

',・，!J刈 7り発文＿ざれた「と郡')9:｛，Jf究の仄要」 (I)は， を が，そのり・ 8月に，桑匝は二＇・高教授として東）ドを去った。

爪り抱員を l:i)体系的に尻間した文欧である。過い()(II) しかし見年 9月には， I料等師範学校教授として東恥にも

午1:il，中史，．、ア：t｝真'itl公J)発心に 大間係をも，，・ご どり， i邦呵の同僚どなっている。那珂と桑瓶との師弟間

ぎた' :―□ 1 |l l［ ← F 9': -J→げ）沿革を叫r，ヵ・にす` るた払には， の定出土 「那珂先生を悩ふJ(II)という追悼文にけlら

“lr'i ビ II{ ｛• (＇) I、I;＇いた s、い拇！），;rm'な研'1¥'ilオl・ifなら叫 ，り責上うに， l9(l8年に那珂が死ぬ主で疫わらなかった。

しカ・るに，ぞい［ドにぐ｝1J‘ ―c:い圧年の欧州いほうが、し、もし ］9（）f;fi-11月から 2年間の中国留学をへて， 1909年 4月

'., L〈{，もII1認‘噸9叫＇，9-マーし、ベ:::,c'); tと・ー）．ゞ ‘01,j,:tヵ)r ,．1KIKiの に瓜都帝囚大学史学ft教授に迎えられるまでの， 30歳合

閉＇←打が晶校 [r),itんず、：戸ヤ位1して知新．り要を忘れ， Tと 0)忍1月(;L 東西の文化史的交流のふとを，厳密な賓料操

判［ ］叶ii[' 附を• Ì 「、-'吹，II.| ｝＼ t (7) f内に91i1:；.L L ii八が1ilI {1 ｛こ［）て固める論文を積み重ねている。その中には，

ぎ． rl、体を来た十こビ芥か t,I9,. —ーとを叫む': 9 [;/jたり" ,,；：教り伝播を扱）たi，リ）が比較的多い。
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＇『ti役， ｝ヽくi: I9m : --（I i•9”I I 1,•' ）各へ I) ， li上、 [ 19←;i＇亨糾I範；iと教

授．：：：ti欠乙翫IIIJ豆1/凡fn」19HIlt(I）校椒lリ） ｛，ピに， 1 t 1’ 人，：

I(）II(）什 11)jの！、t:i天JJrtりローマ（}：｝i，-に送見せし文内

(ll) 

IIl]泊!I'd!;;にJi［けるし1月i滞在の耶船教I:(IT) 

I’}（｝l {| {］教 1) 東廂と 1炉史地兜学l•Aこ於ける仏教祉の

功労 (I)

l t)1)出1”・ }、9・｛求法の俯侶 (ll)

1 9 l(I t1・ 1山岳＇視― lい iiII渡天に加＇、て（［）

II ど！’-化聞紆 (I)

” 釈以f:(/）降涎地 I/1) 

Ki：合と庄制 (Ill)

叫 lり 紙の肝史 (Il)

創ゆJi貞、9li卑(II)

4(l,：，位台にitし、，＇て爪都大学教授とな., Cから(!)桑脱

i t、II＼巾に11flLてやや発，；り）＂りをひろ; fはじめる n II寺あ

たか{,f翻 l中国は，辛亥革命から中華仄同の成ヽLへとい

ヽ ．r う激動期にあたr, 「支那 (l)革命」と閣する文章 (191~
東[l'：史 1,1¥，t,tし＇i［りあ： ｝た 那口の捉滋にもご，ヽ｀ヽ

中閃、［校に止l凸'IJ:Of I▲ I Iが1rtけい｝， 父祁省から教授疫 り］）ll ~ ：： I l、噂ll 1新間人 l) ft, 革命軍の檄文類

仙が発表ドかど！ー1,t1凶11'［’，＇）こし｝一ぴ，，；ゞ 'l内容は，笥： に解況を加えたものである。たとえば，そこて使われて

4ら「解況 Iに］る lし’、 1、，、る I貨帝紀心 1とは何か，「種放革命論」にはどう V、う

l l i 1 [ 1」を 11 l, L、し］、；9：,ii1 1 l'9 9打lf_ 1J ¥ J)＇岱ぶ叩 I.9 附史的胄！；！かあるか， Aぷ々 ， tた 1支那人if髪の）肝史 1

東西IlIj {＇(-91)だi祖文，＇1， (I'り1ヅI2 JI, ii'：こ LI, 1） では， 中1月における弁りい')

r~か国し叫I'：間1 し：贋惰 111木，とくに出朝時代における弁先強制の歴史を見仇し

を合も、 1,C「)てお，たとし、う こ の う い と ： に 2(I)JU l l てし＜‘る。二ういう種姐の文章は， t叩識の桑胆にと，．，ては

たどは中央ア／、 I＇0)［！「'作を fl本 J、学／］の i虞）：rろI 余枝の主た全技に展したであろう，中国間連に問する時

凸OI桑Iり（り若え力に， t，ドに適介すハもりてあィ：ぃむし 'ji ~,l'論 It, その後も「支那人の文弱と保守」 (1916作，

ろ翠位）苫えに：土幻＇芯省の教授 9嬰領に盛いこ主れた('::: T), I支JJ.11のI月敦問題」 (1917年， T)と続くが，その論

J□ j•) れ；:i, 郡珂 ’·/9 →) ］^9胆が深＼、屑だ，合として l̀‘':tうに、巴、 9,}lli t l’}l9年ふたりを J,図として党凋をきたすように！且~う。
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このごとは，あとで問題にしよう＂

こういう時事的発言よりも、桑原(/)本頑はむろん東西

交通史の研究にあった。 「大宛国の員山城に就いて］

(1915年， m)および「張畜りの遠箭J(1916年， m)の投

じた波紋は，大宛国の質山城の位置をめぐる白島庫吉，

藤田豊八の反論をよび，これに対して桑原は再び「大宛

国の貴山城に就いて」 (1916年， m)で論じ返した経緯

は，あまりにも東洋史学界では有名である。桑原はまた，

竺の陸！：交通路とならんで湘j'今交通路に i検討を進め．

び）ちに『蒲寿庚の事蹟』 (V)として結丈jる諸論文を19

15年から17年にわたってり史学雑誌：』に発表したほか，

t—れに関連して，「ペルシ1’iが＇）東西牧見巷に就てI (19 

]（清， llf), 「カンフウ問収殊にその陥落・行代に就いて」

(1919年， m),「イブン・コルダードベ，．ーに見えたる支那

の貿易港殊にジャンフウとカンツウに就いて」 (1919~ 

20年， m)などの力作を次々と発表している。

桑原の最も充実した時期のこれら代表的業績につい

て，その内容を紹介批評する能力がわたくしにないのは

戊念だ力:．それらは，一部を読んだだけても，多くの人

が評するように，博引労應しかも，、点両をもゆるが

廿にしない精緻な考証の汁峠でも 7J 、--がわかる。個々

（「）衿』［の当否については． 1{門分野の後継者が判定する

ことて，わたくしの任ではない。ただ五えることは，近

代ヨーロッパ人の東洋研究に対するライヴァル意識を燃

やしつつ，しかもそのヨーロッパ東洋学の方法を積極的

に摂取して，力いつばいに成長した日本東洋史学の，い

わば極限的な結晶がここにある， ということである。そ

うし、う健康な，気力に満ちた栗ばに対し，わたくしは索

直に頭を下げる。

:／` 

桑原の論文は，読みこめば，vしみこむはと圧倒される。

注の一つ一つまで，実に力がこもっていて，寸分の隙も

ない。しかるに，そのような堅確無比な桑原の論文を読

みつつも，時に空虚感が襲ってくるのは，どういうわけ

だろうか。

l()19年に桑原は「支那い）ftI、け1風，月 1(l)という小

情を， 『太陽』に寄稿している。ご c1)｛卜 4月27, 28Fl(l） 

新間に， ロシアの首都ペトぃグラ‘ーードて人肉を販売して

いた支那人が銃殺された，ど外屯が報じたのを見て，“端

なくも，古来支那人間に行はるな人1月食用の風習を悩

ひ起さざるを得な”くなったのが(454ページ），桑原がこ

の一文を草した動機であったらしい。この時に得たテー

128 

rを骨f・どして，古今にわたる史料をh防1労艘Lて完成

したのが，それから 5年後『東洋学報』に発表した学術

扁文 I!::那人間に於ける食人肉の）拙付」 (1924り， II)

てあ→たウ桑，厨（の論文は，南北支那の間距にしても，蒲

寿庚の問題にしても，はじめの発見ないし着想を骨子と

して，それに膨大な傍証の厚みをつけていく形で〈完

成〉されていく点に特色がある。

ところが，こういう過程でく完成〉された「支那人間

に於けろ食人肉の風習」なる論文を読んでいくと，悽惨

Hを船わしめるような史料の運続につ上＜魅きこまれる

反面，こういう食人肉史料を数年にわた＇）て漁りつくし

たそI爪の執念に，ふと嫌悪を感じる (l)は，わたくしのた

入れる感仇だろうか。桑原自身はごり）論文を生とめたH

的を，“日支両国は唇歯相椅る間柄で，勿論視善でなけ

ればならぬ”が， “支那人をよく了解する為には，表裏

二而より彼等を観察する必要がある。…・・・食人掬風習の

存在は支那人にとって余り名誉のことではない。されど

佛然たる事実は，到底之を掩蔽することを許さぬ”(II'

?04•ミー：·')ということばで説明しているが， 1924年の時

点．で嚢f、I!：]の風習の存在を“掩蔽‘することが，はたし

〔 ；llぽと‘ヽ支那人をよく了解する＂妍内になりたかは

疑閏lである。 t収引労捜の厚い陪が，かえって l’l々 しく感

しられるいは，そのためだろう。

1925年の「歴史上より観たる南北支那」 (II)と題する

論文も， 10年前の「粁室の南渡と南方の開発」 (1914年，

I)の着想を軸として，それに膨大な注を加えて完成し

た〈名論文〉と言われる。明快な論旨の本文と，それを

上主わる最の注とによって構成される桑原論文のスタイ

Jし(t, しばしげ学術論文の模範とされる。そ｛）明晰な分

析からわれわれの受ける恩恵は数多くあることは事実だ

が，これが論文の典型だと言われると疑問なきをえな

い。！歴史1：より観たる南北支那 Iの形式を押しつめてい

くと， 1926年の「隋唐時代に支那に来住した西域人に就

いて」 CII)のように， 100ページ近くが，すべて小項目

の羅列によって埋められるところまでいきつくのは，む

しろ当然な気がする。そこでは本文すらが廃棄され，注

そのものが本文になってしまっている。しかしこれがは

たl T―i「祁沿論文のスクイルとifえるだろうか。

i tし心に、91:-（た論旨を，その後の傍証によって固めに

固めていく。ごういう研究方式を採れば，論文の精密度

が『，S〈なっていくのは当然だろう。 「宋末の提平市舶使

西域）＼，闊右庚に就いて」（『史学雑誌n,1915~18年まで

5回にわたって分載）に出発して， 『宋末の提挙市舶西

域人蒲寿庚の事蹟』 （東亜牧究会版， 1923年）を経て，
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